
SESSION 1 SESSION 2 SESSION 3 SESSION 4

2026 年運用開始

新たな防災気象情報
災害時の迅速な意思決定を支える
―新情報の解説と活用―

会　　場：東北大学災害科学国際研究所　多目的ホール　宮城県仙台市青葉区荒巻字青葉 468-1
開催方法：会場及びオンライン（Zoomウェビナー）
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佐藤　健

東北大学 
災害科学国際研究所 
教授

2026 年 5 月 21 日（木）13:00 ～ 15:50  開場 12:30

防災気象講演会

ORGANIZERSREGISTRATION

● 共催
一般財団法人日本気象協会、
気象庁仙台管区気象台、
国立大学法人東北大学災害科学国際研究所

● 後援
地球ウォッチャーズ - 気象友の会 -

● 協力
宮城県

https://e-ve.event-form.jp/event/130472/sendai

申込締め切り：5月 15 日（金）

● 参加申込
下記の講演会申込サイトから参加登録をお願いいたします。

参加無料、応募多数の場合は抽選となります。
講演会申込

本講演会は一般財団法人日本気象協会の公益事業として開催するものです。

気象庁
Japan Meteorological Agency

福島　隆史

TBS テレビ 
創域報道本部 
報道局 解説委員（災害担当）

戸谷　洋介

一般財団法人 日本気象協会 
東北支社 事業サービス課
副課長  

小林　亮太
佐藤　あい
毛利　真子

仙台管区気象台 
業務課

https://e-ve.event-form.jp/event/130472/sendai


● 問い合わせ
一般財団法人日本気象協会
mail：mecenat@jwa.or.jp　
電話： 03-5958-8165　

● 参照サイト

PROGRAM
2026 年 5 月から発表される防災気象情報が大きく変わります。
自治体や企業の防災担当者等を主な対象として、新たな情報についての理解を深め、
適切な活用につなげていただくことを目的に講演会を開催します。
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気象庁
Japan Meteorological Agency

2026 年運用開始

新たな防災気象情報

防災気象講演会（仙台）

【第１部】新しい防災気象情報の運用とそのポイント

【第２部】新しい防災気象情報の社会での利用を期して

12:30　開場
司会　
一般財団法人日本気象協会  東北支社  気象キャスター  齋藤　郁子

休憩

新たな防災気象情報動画気象庁 HP講演会申込CONTACT

13:00 ～ 13:05
開会挨拶　
仙台管区気象台  台長  菅野　智之

15:45 ～ 15:50
閉会挨拶
一般財団法人日本気象協会  東北支社  支社長  高井　博司

講演 4 　日本気象協会における取組紹介
一般財団法人日本気象協会  東北支社  事業サービス課  副課長  戸谷　洋介

講演 3 　「シンプルでわかりやすい」とは言うけれど

TBSテレビ  創域報道本部  報道局  解説委員（災害担当）  福島　隆史

講演 2  　防災気象情報を利用した避難計画づくり
東北大学  災害科学国際研究所  教授  佐藤　健

講演 1 　新たな防災気象情報の紹介　

仙台管区気象台  業務課  小林　亮太、佐藤　あい、毛利　真子

ワーク　  新しい防災気象情報　理解度確認ワーク
ファシリテーター  山形大学  講師  熊谷　誠

―情報はどう伝わり、「受け手」には何が求められるのか―

～新しい警報、とるべき行動～　


